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木材のpHに関する研究（第1報）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※

木材のpH測定について

後藤輝男・往酉弘次

　　　　　　※※　　　．　　　　　　　※※
Teruo　GoT0and　H1rotsugu　ONエsHI

Stud1es　on　the　pH　Va1ue　of　Wood　I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
On　the　pH　Measurement　of　Wood．

　　　　　　　1　は　じ　め　に

　木材は一般に微酸性であることが知られている．木材

固有のpHは金属腐蝕，変色，接着性，塗装性あるいは

腐朽性等，木質材料に関する基礎的な諸問題と密接な関

係があり，また木材の化学処理においても重要な意義が

ある．

　これまで，木材のpHについては2，3の知見があ
（1）（2）（3）

る．しかし，pHと材質改良上の諸性質との関係につい

ては系統的な研究がおこなわれていない．また，日本産

ならびに熱帯産木材について，それらのpHリストを作

成することは大きな意義があると考える．

　本報ではまず木材のpHの測定法について検討した．

すなわち，木粉けん濁ろ過液についてガラス電極pHメ

ーターによってpHを測定し，この値と電位差滴定によ

って測定した全遊離酸量と比較検討した．また，ろ過の

影響を検討するため，木粉けん濁液そのものについて

pHを測定し，ろ過液のpHと比較した。

　なお，木材の緩衝作用の大きさをPH調製した8種の

非緩衝液を用いて検討した。

　　　　　　　2　案　験　方　法

2　1供試材

　pH測定および電位差滴定の供試材として，下記／／種

の木材の心材を用いた．

　日本産木材7種

　　ヒノキ（C加刎ακ＝沙〃ゐo肋鮎αSIEB．etZUCC．）

　　スギ（Cびμo〃鮒｛αノ砂o紘αD．D0N）

　　アカマツ（R〃ωゐ郷ゲ1orαSIEB．etZUCC．）

　　カハ　（Bθ切ZαMα伽伽oωzc鮒o1〃αREGEL）

　　カツラ（Cκ6〃ψ1ηZZz〃η加ク01zづα〃zSIEB．et

　　　　　　ZUCC．）

※　　第16回日本木材子会大会において口頭発表（1966年4月）

　　改良木材学研究室

　　オ才ナラ（9z〃κ蜥ぴ｛功〃αBLUME）

　　クス　（C加刎伽o伽〃仰Cα〃ψゐo閉SIEB．）

　熱帯産木材4種

　　アカラワン（3んoブω〃θgγ03θ郷｛5FOXW．）

　　シロラワン（P舳吻6刎θ60励oれαMl．etR．）

　　レッドガム（E鮒α妙ク脇ωZo助ツ〃αR．BR．）

　　ホワイトガム（E㏄αりμ狐g．o伽助ooθ助α1αDC）

　また，木材の緩衝作用測定として下記10種の木材の心

材を用いた．

　日本産木材5種

　　ヒノキ（前出）

　　ス　ギ（〃）

　　アカマツ（〃）

　　ク　ス（〃）

　　コナラ　（9〃θr6〃∫5θげ励αTHUNB．）

　熱帯産木材5種

　　シロラワン（前出）

　　アカラワン（〃）

　　レツドガム（〃）

　　ホワイトガム（〃）

　　ヂーク（T60広oηαgr伽”8LINN．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
2．2　ガラス電極皿HメーターによるPH測定

　試材を最初薄く鉋削し，ついで20～40メッシュに粉砕

した．この気乾状態の木粉39に蒸留水50〃を加えて掻

伴した後，アスピレーターで／時間排気し，そのままで

24時間放置した．その後ろ紙を用いてけん濁液をろ過

し，ろ液についてpHを測定した．この時，ろ遇後から

室温（16～20◎C）で15分間放置した後PH測定をおこ

なった．

　また，木粉けん濁液についてのpH測定は上述と同法

を用いたが，ただろ遇操作のみを除いた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
23電位差滴定による全遊離酸量の定曇

　60～80メッシュの木紛試料（2mrnHg，50．C，5時

間減圧乾燥）／09に100〃の蒸留水を加え，室温で1時



後藤輝男・往西弘次：木材のpHに関する研究（第1報）

問マグネヂックスターラーを用いて援枠した．この水け

ん濁液をガラスフィルター（17G3）で吸引ろ遇し，ろ

液をO．01N一水酸化ナトリウム溶液で電位差滴定した．

アルカリ当量より全遊離酸景を酢酸量として求め，試料

19あたりの酢酸量として計算した。なお電位差滴定に

おいて電極として白金電極およびカロメル電極を用い

た．また水酸化ナトリウム溶液は使用するごとに力価を

測定した．
　　　　　　　　　　　（6）
24　各種木材の緩衝作用

　約49（気乾重量）の繊維方向厚さ約03倣肋の木口試

片を各木材について8個づつ作成した．PHの異なる非

緩衝液8種をビーカーにおのおの50〃入れ，これに試片

を浸漬させ，時問経過による溶液のpH変化をpHメー

ターで測定した．

　用いた非緩衝液はつぎのように調製した．

　（／）水酸化ナトリウム19を蒸留水1000〃に溶解した

　　溶液

　（2）（1）液：蒸留水＝1：25

　（3）（2）液：蒸留水＝1：25

　（4）蒸留水

　（5）　（6）液：蒸留水＝1：2

　（6）（7）液：蒸留水＝1：10

　（ア）　（8）液：蒸留水＝1：／0

　（8）35％塩酸／〃を蒸留水で／000〃に希釈した溶液

なお，原液のpHは使用するごとに測定した．

3　実験結果および考察

3．1　P1旺メーターによる木粉けん濁ろ過液の皿1旺と

　　電位差滴定による全遊離酸量の比較

　ガラス電極pHメーターでは木材から抽出した酸の電

離水素イオン濃度が測定でき、また電位差滴定では木材

から抽出した全遊離酸量が定量できる。PHと全遊離酸

量との関係をFig－／に示した．これによると，両者は

直線関係であって，pHが低くなるにしたがって全遊離

酸量は増大し，中性に近ずくにしたがって減少してい

る。

　木材の水抽出物は／種の弱酸物質のみでなく，2種以

上の弱酸物質の混合物である．したがって，滴定曲線に

はそれぞれの弱酸の電離定数に相当する電位差で当量点

ができる。しかし，それぞれの電離定数が十分に離れて

いないと，分離定量できない。一般に多くの木材（ク

ス，ヒノキ，スギ，カバおよびカツラ）の滴定曲線を

Fig・2に示した．これらの曲線にぱヒノキを除いて各弱

酸の当量点が観察されない．これから，これらの木材に

含有している弱酸物質の電離定数はほぼ同じ程度である
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Fig．2The　titration　curves　of　HINOKI，SUGI，

　　　KABA　KATSURA　and　KUSU

と考えられる，また，これらの木材のpHは約pH5よ

りも高い。しかし，それよりもpHの低い木材（ホワイ

トガム，レッドガム，アカマツおよびオオナラ）の滴定

曲線ではFig．3に示したように，木材に含有している

各種酸の当里点が観察される。したがって，これらの各

種弱酸の電離定数は分離される程十分に離れていると考

えられる。また，直線関係から背異する木材（アカラワ

ンおよびシロラワン）ではFi＆4に示したように，滴

定曲線に電位差の滅少が観察された。この原因として，
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加水分解による酸の生成あるいは空気申の炭酸ガスの溶

解による炭酸の影響等が考えられるが，明らかでない．

なお，これからは含有酸の分離定量をおこなう必要があ

ると考える。

ろ2　各種木材の緩衝作用

　木材のpHを検討するためには木材固有の緩衝作用を

知る必要がある。

　測定した各種木材の緩衝作用をFi＆5に，またろ過に

使用したろ紙の緩衝作用をFi＆6に示した。一定時間

経遇後に測定した平衡溶液のPHの8点から逆S字型曲

線が得られる．ここで木材の緩衝作用は原液のpHと平

衡溶液のpHの差をもって表わすことができる。緩衝作

用の程度は木材がほとんど微酸性であるため，原液pH

／0のアルカリ性側で評価し，原液PH／0において，24時

間後のその時の平衡pHとのpH差を3段階（H：pH

差4．0以上，M：PH差3．0～4，0，L：PH差ろ．0以下）
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The　buffermg　act1on　of　var1ous　woods
Soaked　t1me　　1　／5＝蘭亘ns　　2　／h夏

　　　　　　　3．2hrs．　4．24hrs．

Tab1e／ Re1at1on　between　the　buffermg
action　and　pH　va1ue　of　wood．．

Species Buffering
aCtiOn pH　va1ue

SUGI L 6．4

KUSU M
5．7

WHITE　LAUAN 1〉［ 5．ろ

KONARA M
4．8

RED　LAUAN H 5．5

HINOKI H 5．4

TEAK H
5，0

AKAMATSU H 4．7

RED　GUM H 4．5

WHITE　GUM H 4．3

FILTER　PAPER L 6．5

．0

Fig．5．
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　　　　0r1gma1pH
The　buffermg　act1on　of　the　f1lter　paper

Soaked　t1me　1　15mms
　　　　　　　2．1hr－

　　　　　　　3．2hrs．

　　　　　　　4．24hrs．

に分けて緩衝作用を決めた．すなわち，スギではpH差

（約3．0）が小さいから，スギの緩衝作用は小さい．また

ホワイトガムおよびレッドガムではPH差（約5．0）が

大きいから，緩衝作用は大きい。これらの緩衝作用はア

ルカリ性側で大きく，酸性側で小さい。しかし，木材の

pHが高くなると酸性側の緩衝作用は大きくなる。

　Tab1e1に示したように聾一般に木材のPHダ低いほ

ど緩衝作用は大きい、Fig．／に示したように，PHが高

くなるにしたがって全遊離酸量が減少するため，緩衝液

の濃度が減少する。したがって，緩衝作用は木材のpH

が高くなるにしたがって小さくなると考えられる、さら

に，Fig．5から時間経過とともに木材の緩衝作用はより

増大していることがわかる。

3．3　ろ過によるPHの菱化

　ろ遇に使用したろ紙が木材のpHにどのような影響を

与えるかを検討した。Tab1e2に木粉けん濁ろ過液およ

び木粉けん濁液のpHを示した。なお，用いたろ紙の

pHは6．ろで，その緩衝作用は小さいが，酸性側の緩衝

作用は大きい。

　ろ紙のpHよりも木粉けん濁液について低いpHを有

する木材ではろ過遇程でろ紙の緩衝作用の影響をうけて

一般にpHは高くなった．一方スギにおいては，その木

　Tab1e2　　　Effect　of　tbe　f11trat1on　on　the

　　　　　　　pH　va1ue　of　wood．

pH　va1ue
Species

Before　　　After
fi1tration　　　　fi1tration

HINOKI 5．O 5．4

SUGI 6．5 6．4

AKAMATSU 4．5 4．7

KUSU 5．7 5，7

KONARA 4．3 4．8

RED　LAUAN 4．6 5．3

RED　GUM 4．0 4．5

WHITE　GUM ろ．9 4．3
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粉けん濁液のPHはろ紙のPHよりも高い。したがっ

て，他の木材と異なって，スギではpHがわずか0．／程

度であるが低下し，ろ過によってPH6．4になった。こ

れからわかるように，ろ紙の緩衝作用がいくらか木材の

pHに影響していることが明らかである．

　　　　　　　　4　お　わ　り　に

　木材のpH測定において，測定法による木材のpH差

異について，ガラス電極PHメーターおよび電位差滴定

によって検討した。また，木粉けん濁液および木粉けん

濁ろ過液について、木材のPHを測定し，ろ過の影響を

調べた、さらに，木材固有の緩衝作用について検討し

た。

　結果はつぎのようである。

　（／）木材に含有する全遊離酸量は木材のPHの低下

とともに増大した田　（Fig．1）

　（2）木材の緩衝作用は木材のPHが低い程一般に大

きくなり，また経過時間とともに緩衝作用は増大した。

（Tab1e1およびFig5）

　（3）ろ過に用いたろ紙の影響により，ろ紙よりも低

いpHを有する木材ではろ過によってpHは一般に高く

なり，一方ろ紙よ．りも高いpHの木材では低くなった。

（Tab1e2）

　（4）一般に，滴定曲線からPH5よりも高い木材に

含まれている各弱酸物質の電離定数はほぼ同じ程度であ

る。また，pHの低い木材に含有するそれらの定数は十

分に離れていると考えられるが，さらに検討の必要があ

ろう。

　最後に，本研究は文部省科学研究費によりおこなっ

た。ここに感謝の意を表する。
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s阻㎜㎜蛆y

　It　has　been　known　that　wood．s　are　usua11y　ac1d－1c　mater1a1s　Th1s　ac1d．1ty　re1ates　c1ose1y

w1th　some　fund．amenta1prob1ems　of　the　wood－based。血ater1a1s，for　examp1e　corros1on　of

皿eta1s，and－d－1sco1orat1on，ad－hes1∀e　propertγ　coat1ng　property　w1th　pamts　and　rot　property

of　wood　A1so　th1s　ac1d1ty　has　the1mportant　s1gn1f1cance　m　the　chem1ca1treatment　of　wood

　In　th1s　paper，the皿easurementa1method．s　of　the　pH　va1ue　of　wood　were　reported

　The　wood．f1our（20－40mesh）from　heartwood－of3spec1es　of　softwood　（HINOKI

C肋〃z〃o抄α閉oろ肋5αSエEB　et　ZUcc，SUGI　Cブッμo刎舳α！砂o〃καD　D0N　and．AKAMATSU

　P吻鮒ゐ郷ゲ1ぴαSエEB　et　ZUcc）and4spec1es　of　hard．wood．（KABA．Bθ切Zαル伽〃刎σωκg一

〃伽REGElL，KATSURA　　Cκα6ψ伽ZZ〃舳μクo〃κμ〃SエEB　et　ZUcc，OHNARA　　9雌κα5
6閉μZαBLUME　and－KUSU　C〃刎〃ηo：η〃刎Cα刎幼orαS工EB）m　Japan　and－4spec1es　oftrop1ca1

wood（RED　LAUAN8んo閉〃θgr05θ舳Foxw，WHITE　LAUAN　Pθ物6舳60械o肋M
et　R，RED　GUMl　E肌αZ〃肋∫oαZoク伽Z1αR　BR　and．WHITE　GUM　E〃oαZ抄切∫go肋助1ooψん一

αZαDC）were　used　as　the　samp1es　for　the　pH皿easure皿ent　and　the　potent1ometnc　t1trat1on

　The　pH　measurement　was加ad．e　on　the　f11trate　and　the　suspens1on　m　water　In　the

potent1olmetnc　t1trat1on，the　f11trate　was　t1trated　w1th　O01N－NaOH　The　tota1free　ac1d．

content　was　ca1cu1ated．as　acet1c　ac1d　per19　of　d－ry　wood．f1our

　In　ad－d－1t1on　to　these　exper1rn－ents　the　buffermg　act1on　of　wood　was　est1mated　The　samp1e

was　wood（about4grs）of　cross　sect1on　of03Inm　th1ckness　from　heartwood．of3spec1es

of　softwood（H㎜OKI，SUGI　and　AKAMATSU）and2spec1es　of　hardwood（KUSU　and
KONARA　　g〃κo螂∫ぴr励αTHUNB）m　Japan　and5spec1es　of　trop1ca1wood一（RED　LAU－

AN，WHITE　LAUAN，RED　G㎜，WHITE　GUM　and　TEAK　Tκカo舳gグ〃1ゐLINN）The
reYersed－S＿shape　curv・e1nd－1cates　the　buffermg　act1on　of　wood－

　The　exper1menta1resu1ts　are　as　fo11ows’

sokyu
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(1) There was linear relation between the pH value of wood and its total free acid content 

calculated as acetic acid. (Fig. 1) 

(2) The pH value of the filtrate gave generally higher value than that of the suspension 
in water. (Table 2) 

(3) The buffering action of wood was higher with increasing time. (Fig. 5) Also, the buffer-

ing action of wood tended to be higher as its pH value was lower. (Table 1) 


